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今
年
の
能
代
七
夕
は
、
８
月
２
日
ア
ニ
メ 

や
漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
か
た
ど
っ
た
数 

十
基
の
灯
篭
が
練
り
歩
く
「
こ
ど
も
七
夕
」 

を
皮
切
り
に
能
代
七
夕
が
幕
を
開
け
る
。
３ 

日
と
４
日
に
は
、
高
さ
日
本
一
の
城
郭
灯
篭 

「
天
空
の
不
夜
城
」
愛
季
（
ち
か
す
え
）
と 

嘉
六
（
か
ろ
く
）
が
練
り
歩
く
。 

 

能
代
に
は
「
役
七
夕
」
と
呼
ば
れ
る
夏
の 

伝
統
行
事
が
あ
る
。
田
楽
、
笛
、
太
鼓
の
囃 

子
を
伴
い
、
若
衆
に
よ
っ
て
引
き
回
さ
れ
る 

灯
篭
は
、
か
っ
て
５
丈
８
尺
（
約
１
７
・
８

ｍ
）
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
明
治
に
入 

り
電
気
が
普
及
、
電
線
の
制
約
を
受
け
る
よ 

う
に
な
っ
た
た
め
小
型
化
、
約
７
～
８
ｍ
の 

高
さ
と
な
る
。 

 

昔
の
大
型
灯
篭
を
蘇
ら
せ
よ
う
と
平
成
２ 

５
年
に
５
丈
８
尺
の
灯
篭
、
嘉
六
が
復
活
。 

翌
２
６
年
に
は
高
さ
２
４
・
１
ｍ
、
日
本
一 

の
高
さ
を
誇
る
「
天
空
の
不
夜
城
」
愛
季
が 

誕
生
し
た
。 

 
 

 

名
称
の
「
嘉
六
」
は
、
名
古
屋
城
を
模
し 

た
灯
篭
を
最
初
に
制
作
し
た
と
伝
え
ら
れ
る 

天
保
年
間
の
大
工
・
宮
腰
屋
嘉
六
に
ち
な
ん 

だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
愛
季
」
は
、
灯 

篭
の
絵
柄
が
戦
国
時
代
の
檜
山
城
城
主
安
東 

愛
季
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
構
成
さ
れ 

て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
を
と
っ
た
。 

「
愛
季
」
は
今
年
１
月
、
東
京
ド
ー
ム
で
開 

催
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
２
０
１
６
」 

に
出
演
し
好
評
を
博
し
、
今
夏
の
運
行
に
更 

に
弾
み
が
つ
い
た
も
の
と
思
う
。 

 

伝
統
の
「
役
七
夕
」
は
８
月
６
日
７
日
に 

運
行
さ
れ
、
「
こ
ど
も
七
夕
」
か
ら
の
約
１ 

週
間
が
「
七
夕
ウ
ィ
ー
ク
」
で
あ
る
。 

 

夕
暮
れ
と
と
も
に
灯
り
が
と
も
さ
れ
た
灯 

篭
。
流
麗
な
「
道
中
ば
や
し
」
が
響
き
、
若 

衆
の
威
勢
の
良
い
か
け
声
と
共
に
、
街
を
練 

り
歩
く
光
景
は
、
壮
観
で
あ
る
。 

「
役
七
夕
」
の
最
終
日
７ 

日
に
は
、
米
代
川
河
口
で 

「
シ
ャ
チ
流
し
」
が
行
わ 

れ
る
。
各
灯
篭
上
部
の
鯱 

を
い
か
だ
に
載
せ
て
点
火 

し
、
勇
壮
に
練
り
歩
く
時 

と
は
違
い
、
物
静
か
に
流 

れ
る
「
流
し
囃
子
」
の
中
、 

立
ち
上
る
炎
が
水
面
を
照 

ら
し
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
る
。 

 

秋
田
市
の
竿
灯
ま
つ
り
、
大
曲
市
の
花
火 

大
会
な
ど
メ
ジ
ャ
ー
な
夏
の
風
物
詩
も
あ
る 

が
、
能
代
市
の
七
夕
ま
つ
り
も
な
か
な
か
の 

も
ん
だ
よ
。
一
度
見
に
行
っ
た
ら
ど
う
だ
べ 

か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 
 

 

運
行
本
数
の
削
減 

や
ワ
ン
マ
ン
運
転
な 

ど
合
理
化
の
後
、
景 

観
を
生
か
し
た
観
光 

列
車
を
運
行
。
「
リ 

ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
」 

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の 

観
光
列
車
で
最
多
の 

年
間
１
０
万
人
超
が 

乗
車
し
て
い
る
。 

 

運
転
士
が
自
主
的
に
行
っ
て
い
た
絶
景
ポ 

イ
ン
ト
で
の
徐
行
を
ダ
イ
ヤ
に
反
映
。
飲
食 

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
沿
線
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作 

成
な
ど
、
地
域
を
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
も
好 

評
だ
。 

 

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
か
ら
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ 

ン
と
な
っ
た
物
語
は
、
人
口
減
に
悩
む
秋
田 

県
の
活
性
化
策
に
通
じ
る
。 

 
 

節
目
の
年
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ 

ば
、
各
地
で
議
論
さ
れ
て
い
る
地
方
再
生
の 

参
考
に
も
な
る
だ
ろ
う
。 

 

（
秋
田
魁
新
聞
コ
ラ
ム
欄
か
ら
転
載
）
■ 

  

  

  

  

 

現
代
の
ナ
マ
ハ
ゲ
は
「
う
お
ー
っ
、
う
お
ー 

っ
」
と
叫
び
な
が
ら
家
々
を
巡
る
が
、
当
時
は 

「
あ
」
と
一
言
だ
け
発
し
て
現
れ
た
と
か
。(

 

「
ナ
マ
ハ
ゲ
」
に
つ
い
て
は
本
会
報
の
第
６
号 

に
佐
藤
昭
彦
会
長
の
記
事
も
あ
り
ま
す
の
で
ご 

覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

男
鹿
の
秋
は
ハ
タ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
タ
の
底
引
き
網
漁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
解
禁
に
な
り
、
タ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ラ
・
ノ
ド
グ
ロ
・
ア 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ン
コ
ウ
な
ど
が
美
味 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
い
季
節
で
す
。
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
石
焼
料
理
も
有
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

夕
日
の
名
所
と
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
も
知
ら
れ
、
日
本 

海
が
一
望
で
き
る
入
道
崎
か
ら
の
夕
景
は
何
度 

見
て
も
感
動
す
る
と
か
。
“
お
も
て
な
し
”
の 

心
が
行
き
渡
っ
た
こ
の
地
に
足
を
運
ん
で
み
ま 

せ
ん
か
。 

 
 

 

（
読
売
新
聞
か
ら
転
載
部
分
あ
り
）
■ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

男
鹿
半
島
の 

 
 

誕
生
と 

 
 

ナ
マ
ハ
ゲ 

我
が
ふ
る
さ
と
紹
介 

高
さ
日
本
一
の
能
代
七
夕 

 

今
年
は
８
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で 

今 

野 

和 

雄 

リゾートしらかみ 

８
０
周
年
を
迎
え
る
五
能
線 

嘉六(左)と愛季(右) 

 

Ｊ
Ｒ
五
能
線
「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
」
は
、 

毎
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て
賑
わ
い
を
見
せ
て 

い
る
が
、
旅
行
会
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
乗 

っ
て
み
た
い
ロ
ー
カ
ル
線
」
１
位
に
選
ば
れ 

た
人
気
に
衰
え
は
な
い
。 

 

五
能
線
は
、
今
年
７
月
で
全
線
開
通
８
０ 

周
年
。
Ｊ
Ｒ
が
沿
線
地
域
に
よ
る
観
光
路
線 

化
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
は
平
成
に 

入
っ
て
か
ら
で
、
そ
の
時
点
で
は
存
続
す
ら 

危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
海
に
突
き
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
男
鹿
半
島
は
、
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

っ
て
島
だ
っ
た
。
約 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
千
年
前
、
米
代
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
雄
物
川
の
砂
州
に 

よ
り
陸
続
き
に
な
っ
た
。 

 
半
島
の
付
け
根
に
は
日
本
で
２
番
目
に
大 

き
な
湖
で
あ
っ
た
八
郎
潟
が
で
き
た
が
、
コ 

メ
増
産
の
た
め
干
拓
さ
れ
、
５
０
年
目
の
１ 

９
６
４
年
に
大
潟
村
が
誕
生
し
た
。 

 

鎌
倉
時
代
以
降
、
「
オ
ガ
」
は
「
小
鹿
」 

や
「
牡
鹿
」
な
ど
様
々
な
字
が
当
て
ら
れ
、 

「
男
鹿
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は 

江
戸
時
代
中
期
以
降
と
み
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

「
男
鹿
」
と
い
え
ば
、
大
み
そ
か
の
風
物 

詩
の
ナ
マ
ハ
ゲ
を
す
ぐ
思
い
出
す
が
、
か
っ 

て
は
小
正
月
（
１
月
１
５
日
）
の
行
事
だ
っ 

た
よ
う
だ
。 

石焼鍋も人気 

シャチ流し 


